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■　退職金の支払いが峠を越えました
　合併後の平成 17 年度からこの 3 月末の平成

21 年度までの 5 年間に，市民病院や水道局を

含め，総数 330 人の職員が退職し，約 65 億

円の退職金を支払いました。合併後の財政難に

職員の大量退職期が重なり，一時はどうなるこ

とかと危ぶまれた時期もありましたが，退職手

当債を借りながら，地域住民のため永年公僕と

して一所懸命働いてくれた退職者全員に，所定

の退職金が満額支払えたことを大変うれしく

思っています。今年度の平成 22 年度からは，

定年退職者の数が激減します。退職手当債はか

なりの残高になりましたが，この 5 年間退職者

の補充をできるだけ控えてきましたので，償還

（返済）についても何とか乗り切ることができ

ると考えています。

■　職員の意識改革が進んでいます
　現在，市役所で使われている「要望・苦情等

事務処理マニュアル」には，冒頭，次のように

書かれています。

○日々業務を推進するにあたり，市民から提言や

要望，苦情等を受けることは多い。これに適切に

対応し，処理することは，事の大小，軽重を問わ

ず市政運営にとって重要です。一人の市民の声で

あっても，その背景には多くの市民の声があると

の認識のもとに，真
し ん し

摯な対応を心掛ける必要があ

ります。

○市民の声は，業務改善のヒントとなる貴重な情

報です。内から見ると分からないことでも，外か

ら見ると分かることがあります。外から見た市民

の声は，往々にして業務の不十分な点を示してい

ます。些
さ さ い

細なことや当たり前のようなことであっ

ても，なぜ市民の声があがってきたのか理由を精

査し，業務を点検することが必要です。

○市民の声は，行政

運営を推進する際の

PDCA サイクルの評

価（Check）にあた

り，市民への説明責

任を評価する指標と

なります。事務処理

が終われば終わりではなく，市民の声を市全体の

課題として行動（Act）につなげ，市政運営に反

映させていくことが重要です。

○市民の声に対しては，いち早く回答することが

市政への信頼を醸成するための第一歩となりま

す。決して後回しすることなく，迅速な処理を心

掛けることが大切です。

　決裁のため市長室に回ってきたこの事務処理

マニュアル（案）を読んで，私は胸が熱くなり

ました。それは，市政に対する市民の信頼を何

よりも大切にしたいと考える起案者の意識が，

これまで私の描く職員像を大きく超えているよ

うに思えたからです。もっとも事案によっては，

このとおり実践することが容易でない場合もあ

りましょうが，市役所全体が，このマニュアル

の精神で運営される日もそう遠くないように思

われます。
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行政・政策の計画から改善まで
を一環して行い，それを次の計
画に生かそうという考え方


